
2018年度 4年次3月(卒業時)学修状況調査

（抜粋版）

調査の概要

立教大学では、昨年度の卒業生を対象に「2018年度 4年次3月(卒業時)学修状況調査」を実施
しました。集計・分析結果の一部をご紹介します。アンケートにご回答いただいた卒業生の
みなさん、ご協力ありがとうございました。立教大学では、このアンケートの結果を、これ
からの教育の改善に活かしていきます。

実施時期：2019年3月23、25日（卒業式）

調査対象：2018年度学部卒業生

調査方法：卒業生を対象とした全数調査

質問紙によるアンケート方式で実施

調査目的：

卒業時時点での立教大学での学びや過ごし方について把握し、教務・学生生活関係の情報と合わ
せて、教育改善のために活用することを目的としています。

回答者数と回答率

回答者数： 3,405票 回答率：81.0% （2019年3月卒業者数：4,206人）

キャンパス 学部 対象者数 回答者数 回答率

文学部 806 638 79.2%

経済学部 638 405 63.5%

理学部 234 208 88.9%

社会学部 477 397 83.2%

法学部 512 408 79.7%

経営学部 337 310 92.0%

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 126 104 82.5%

観光学部 371 293 79.0%

ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学部 409 369 90.2%

現代心理学部 296 273 92.2%

合計 4,206 3,405 81.0%
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■所属学部

 回答者の所属キャンパスは「池袋」が72.5％、「新座」が27.5％

でした。
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■大学生活全般の満足度（N=3,212)
 「あなたは大学生活全般に満足し

ていますか？」に対しては、「満足し

ている」が55.0％で過半数を占めて

おり、「どちらかといえば満足してい

る」の36.7％を加えると、満足度は

91.7％となりました。

大学生活全般の満足度

調査結果（抜粋）

ここでは、本調査の中から満足度および成長実感を中心に調査・分析結果の一部を抜粋
してご紹介します。

大学院に進学
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■卒業後の進路（N=3,170)
卒業後の進路

 「卒業後の進路」で最も多かったの

は「民間企業に就職」であり、

80.1％と大多数を占めていました。

 上記以外では「公務員として就職」

が6.1％、「大学院に進学」が5.2％、

「学校教員として就職」が2.0％、

「そのほか」が3.6％であり、「進路

は未定」という回答は3.1％でした。
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■ 「立教大学は自分の居場所だ」という実感（N=3,209) 「立教大学は自分の居場所だとい

う実感を持っていますか？」に対

しては、「非常にあてはまる」が

33.2％、「ややあてはまる」が

48.7％であり、合計すると81.9％

が肯定的な回答となっていました。

「立教大学は自分の居場所だ」という実感

 肯定的な回答の合計が最も多かっ

たのは「授業の内容」の74.5％でし

た。次いで、「立教大学のカリキュラ

ム全般」が71.9％、「学習に関する

サポート」が68.0％、「学生生活全般

のサポート」が65.2％と続いていま

す。

 5分野の肯定的な回答の合計には

差はあるものの、「満足している」は

20％から24％でほとんど差がない

点も特徴的です。

 「どちらかといえば不満である」と

「不満である」の合計も、5分野共に

3％から6％台で差は少なく、立教大

学に対する不満は小さいと言えます。

.立教大学への満足度

学習に関するサポート Ｎ＝3,207

学生生活全般の

サポート
Ｎ＝3,207

課外活動プログラム Ｎ＝3,202

授業の内容 Ｎ＝3,204

立教大学の

カリキュラム全般
Ｎ＝3,206

■立教大学への満足度
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集計・制作：立教大学 大学教育開発・支援センター　教学IR部会

 肯定的な回答の合計が最も多かっ

たのは「相手を尊重して、相手の意

見や立場を理解することができる」

の85.5％であり、「異なる価値観を

持った人たちと共に活動することが

できる」が83.8％、「社会を構成する

一員としての倫理観を持っていると

思う」が83.1％で続いています。

自分自身の能力への評価
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■自分自身の能力への評価

大学で幅広い教養を身につけていると思う N=3,313

専門領域のことがらについて、他者と

議論することができる
N=3,312

自分の専門領域の卒論に相当するよ

うなレポート、論文を書くことができる
N=3,305

自分の専門領域の知識を体系づけて

理解している
N=3,302

英語で状況に応じた適切なコミュニ

ケーションができる
N=3,306

Word、Excel、PowerPointなどのソフト

を使って、文書や資料作成できる
N=3,308

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄやﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを使って、自分

の課題に必要な情報を収集できる
N=3,306

自分の伝えたいことを人にわかりやす

く説明できる
N=3,306

周囲の人間関係にはたらきかけ、良好

な状態にできる
N=3,309

相手を尊重して、相手の意見や立場を

理解することができる
N=3,307

異なる価値観を持った人たちと共に活

動することができる
N=3,305

社会を構成する一員としての倫理観を

持っていると思う
N=3,305

自分の専門分野とは異なる視点から、

物事を見ることができる
N=3,308

自分の専門分野が社会にとってどのよ

うな意味があるか理解している
N=3,305
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